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あらまし： 講義を受講した学生が自己の受講態度と他の学生の受講態度の違いを後で比較することがで

きれば，今後の受講態度の改善や学習意欲の向上に役立つ．そこで本稿では，複数の受講者が存在する受

講シーンを記録した三次元映像データから受講態度を反映した情報を抽出して可視化することで，自己と

他者の受講態度の比較を容易とする映像提示手法を提案する．
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1. はじめに
授業改善に有効な情報を収集することなどを目的

として，授業中の受講者の様子をビデオカメラで撮

影し，授業後に映像を見ながら受講者の姿勢や講師

の位置などの情報を付与して分析する手法が提案さ

れている (1)．我々はこれまで，深度センサを用いて

受講者の三次元情報を獲得し，姿勢評価の基準とな

る仮想的なオブジェクトを配置することで受講者の

様子を様々な角度から観測する手法 (2)や，受講者映

像内の注目受講者をマウスドラッグによって選択す

るインタフェースに関する手法 (3)を提案してきた．

本研究ではさらに，受講者が受講後に自己の受講

態度と他の受講者の受講態度を比較検証することで，

受講者自身が受講態度を反省し，今後の受講態度の

改善に活かす枠組みを考える．本稿ではこの実現の

ために，受講者映像の三次元可視化において，自己

と他者の受講態度の違いを容易に比較可能とする可

視化について検討する．

2. 自己と他者の受講態度の比較が容易な可

視化
本研究では，受講態度を表す情報として，受講者

の頭部の動きの大きさを考える．動きの大きさに基

づく可視化によって，そわそわした受講態度，落ち

着いた（集中した）受講態度，寝ている，などの判

断がしやすくなる．このとき，頭部の動きの大きさ

は授業の内容や形態によっても変わるため，動きの

大きさの標準的な基準を設定することは困難である．

そこで本研究では，自己の受講態度と他の受講者の

受講態度のズレを気づきやすくするために，自己の

受講態度を基準とした他の受講者の相対的な受講態

度を可視化する．また，どのような受講態度を持つ

集団に属しているかを把握しやすくするために，複

数の受講者の平均的な受講態度を基準とした相対的

な受講態度を可視化する．可視化手法としては，主

観的な判断が容易なマーカー表示による方法と，客

観的な分析が容易なグラフベースによる方法を提案

する．

2.1 頭頂位置の動きの大きさの推定

各受講者領域は，床から 1.4m 程度の高さに設置し

た深度センサで受講者の様子を観測して獲得した三

次元点群データから受講者が存在する範囲を真上か

ら俯瞰的に見た画像を生成し，受講者を含むように

マウスドラッグで矩形領域を指定することで獲得す

る．指定した各矩形領域の床面に垂直な方向につい

て，机の高さ以上で床からの高さが 1.2m 程度以下の

範囲内の直方体領域中の点群が各受講者を表現する

点群であるとする．このとき，各受講者領域につい

て，最も高い位置に存在する点の位置をその受講者

領域内に存在する受講者の頭頂位置であるとみなす．

そして，過去数回分の頭頂位置の移動距離に関する

分散を求め，これをその時点での頭部の動きの大き

さとする．

2.2 受講態度の可視化

自己の受講態度と他の受講者の受講態度のズレは，

青色～緑色～赤色で表現した疑似カラーで可視化す

る．自己については頭部を指し示す緑色の矢印マー

クを提示し，他の受講者については，プライバシー

等を考慮して，頭部を覆うように配置した球体状の

マーカーを，自己より受講態度が落ち着いていれば
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青色に近く，そうでなければ赤色に近くなるように

着色して合成提示する．

また，どのような受講態度を持つ集団に属してい

るかを把握しやすくするために，各受講者について

頭部の動きの大きさに関する偏差値を求め，値が 50
の受講者の矩形領域を緑色とし，それより大きい場

合には赤色に近く，小さい場合には青色に近くなる

ように矩形領域を着色する．

ゼミ活動におけるプレゼン発表時の受講者の様子

を深度センサに付属のカメラで撮影した映像の例を

図 1 に示す．獲得した映像を何度か視聴し，落ち着

いて話を聞いている学生（受講者 A）と，そわそわ

している学生（受講者 F）を自己として指定して可

視化した様子を，それぞれ図 2(a)，図 2(b)に示す．

図 1 ゼミ活動における受講者の例

(a) 基準：受講者 A   (b) 基準：受講者 F
図 2 受講態度の提示例

図 3 受講者の受講態度の変化(基準：受講者 A)

図 4 受講者の受講態度の変化(基準：受講者 F)

また，受講者 A と受講者 F の受講態度を基準(常
に分散 0)としたときの他の受講者の受講態度の時系

列変化を，それぞれ図 3，図 4 に示す．図 2(a)と図 3
から，受講者 A から見れば，他の受講者の受講態度

は落ち着きがないことが見て取れる．一方，図 2(b)
と図 4 から，受講者 F からみれば，他の受講者は相

対的に落ち着いている，あるいは，自己の受講態度

が相対的に落ち着いていなかったときがあるという

様子が把握可能であることが分かる．また，全ての

受講者の頭部の動きの大きさ（分散）の偏差値を求

めてプロットしたグラフを図 5 に示す．このグラフ

から，各受講者がどのような受講態度を持つ集団に

属するかを把握することが可能である．

図 5 頭部の動きの大きさの偏差値に基づく

受講態度の変化

3. おわりに
本稿では，自己と他の受講者の受講態度の比較を

容易とする可視化手法に関する検討を行った．受講

者の受講態度として頭部の動きの大きさに着目し，

自己の受講態度を基準とした他の受講者の受講態度，

及び，受講者全体の受講態度を基準とした自己の受

講態度を疑似カラー表現することで，受講態度の比

較を容易とする手法を提案した．

今後の課題としては，受講者領域の自動検出や，

ノイズの除去，他の受講者の完全 CG 化などが挙げ

られる．
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